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１．教員紹介・主な研究分野  
 障害学研究を土台としたインクルーシブ教育（保育）の研究を行っています。過去には 1970 年

代に日本各地で展開された障害児教育運動の通史的な調査を行いました。今後は、インクルー

シブ教育の先進地であるイタリアの法制度や実践の調査から、日本のインクルーシブ保育（教

育）が発展するための視点や方法を明らかにしたいと考えています。 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 
・ 『卒業論文集 2021 年度』（編集二見妙子、阿久根桃香、瀬本紗来、立花淳乃、的場芽生、三好

穂高、保武ひかり、植木印刷、2022 年 3 月 1 日） 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ 「インクルーシブ教育を推進するための実践に関する研究―北イタリアの『レッジョエミリア

アプローチ』を事例に」（公教育計画学会：石川県金沢市石川勤労者福祉文化会館：2019 年 6
月 15 日）。 

 「山下栄一による『教育心理学への現象学的接近』とレッジョエミリアアプローチ」 
（障害学研究会九州沖縄部会熊本研究集会：2019 年 8 月 10 日：熊本学園大学）。 

 「インクルーシブな教育保育内容の研究－ボローニャインクルーシブ教育センター アリーチ

ェイモラ氏の講演より」（障害学研究会九州沖縄部会：2021 年 3 月 27 日：鹿児島研究集会 zoom） 
 「広教組四十年史 産業別ストライキと賃金・権利闘争の高揚の考察」（TU 研：2022 年 3 月

15 日：zoom） 
 <報告書> 
 「アドボチャイルド活動の報告」『福岡県立大学附属研究所 生涯福祉研究センター』（共：二

見妙子、建部正雄：2019 年 10 月）。 
 「レッジョエミリアアプローチと障害児のインクルージョン」『福岡県立大学平成 30 年度研究

奨励交付金研究成果報告書』（2020 年 3 月）。 
 「アドボチャイルド活動と『教育』―倉石／仁平の教育化に関する議論を手がかりに」『福岡県

立大学附属研究所 生涯福祉研究センター事業報告書』7－9、（2020 年 10 月）。 
・ 「インクルーシブな社会をめざす専門性の模索――日伊の制度と実践の比較を通じて」（2021

年 3 月） 
 「インクルーシブ教育・保育を推進する制度と実践に関する研究－日伊におけるドキュメンテ

ーション活用の比較を通じて」『福岡県立大学奨励交付金研究成果報告書』（2022 年 3 月） 
 <書評> 

・ 「『独立子どもアドボカシーサービスの構築に向けて』（堀正嗣編、栄留里美、久佐賀眞里、鳥

海直美、農野寛治）を読む」『公教育計画研究 11』177－179（2020 年 7 月）。 



 ③過去の主要業績 
 <著書> 

・ 『インクルーシブ教育の源流―1970 年代の豊中市における原学級保障運動』（単：現代書

館;2017 年４月 15 日出版）。 
 <論文> 

・ 「インクルーシブ教育運動の構造分析―1970 年代の大阪府豊中市における原学級保障運動の

分析と教育運動を活性化させる戦略の解明」（熊本学園大学大学院社会福祉学研究科提出博士論

文 2016 年 1 月）。 
・ 「『共に生きる教育』の運動における条件整備論の陥穽」堀正嗣編『共生の障害学』（2012 年：

第 6 章、明石書店）。 
 
３．外部研究資金 

 
科学研究費助成事業、若手研究、「イタリア 1971 年 118 号法制定のために教育運動が果たした

役割」、4,420,000 円、2021 年～2023 年 
 
４．受賞 
  

 
５．所属学会 
 障害学会、社会福祉学会、公教育計画学会 

 
６．担当授業科目 

 

特別支援教育・2 年・1 単位・前期。 
障害児保育・2 年・2 単位・後期。 
演習・3 年・2 単位・通年 
卒業論文・4 年・6 単位・通年 
特別支援教育演習 2 単位・大学院・前期。 
教育課題演習 B・2 単位・大学院 1 年・後期・オムニバス。 

 
７．社会貢献活動 
(１) 
(２) 
(３) 

家庭的保育室「はぐくみ・こころ・めばえ」苦情処理第 3 者委員会評価委員。 
障害児を普通学校へ全国連絡会会員。 
田川郡香春町子ども食堂「キッチン小春ちゃん」実行委員。 

 
 
 
 
 



８．学外講義・講演 
(１) 

 
(２) 

公開講座『インクルーシブな社会をめざす専門性の模索』（2021 年 2 月 19 日）にて報告「日伊

の障害児教育の特徴」。 
講演「インクルーシブ教育をどう進めるか」(九州数学教育協議会、2021 年 6 月 19 日) 

 
９．附属研究所の活動等 
  

 


